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ア
ー
攣
一
孝
レ
ン
砂
ン
勇

　
　
　
　
　
鞍
穫
鶴
蒙
霧

初
秋
の
風
物
詩

　
秋
の
味
覚
〃
ア
ー
リ
ー
オ
レ
ン
ジ
”
の
収
睡
が
始
ま
り
ま
し

た
。　

こ
こ
飯
山
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
団
体
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
で
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
植
え
ら
れ
た
ミ
カ
ン
の
木
が
こ
と
し

多
く
の
実
を
つ
け
、
い
ま
取
り
入
れ
の
真
っ
最
中
…
。

　
農
家
の
人
の
話
で
は
、
こ
と
し
は
天
候
に
恵
ま
れ
品
質
も
良
好

と
か
…
。
初
め
て
の
収
穫
、
出
荷
と
あ
っ
て
ミ
カ
ン
を
も
ぎ
と
る

人
た
ち
の
表
情
は
明
る
い
。

　
収
穫
さ
れ
た
ミ
カ
ン
は
、
主
に
東
京
、
大
阪
方
面
へ
出
荷
さ

れ
ま
す
。

○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
○

今月の主な内容

2面・3面…一区にクロロセン工場

　　　　今月は下水道促進月間
4面・5面…秋の全国交通安全運動

　　　　　乳幼児と重度身障者の

　　　　　医療費を助成

6面・7面…話題を追って

　　　　おしらせ

8面…………おしらせ
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公
害
防
止
協
定
に
調
印

　
　
市
は
、
県
や
門
川
町
と
と
も
に
、
旭
ダ
ウ
株
式
会
社
が
ク
関
門
セ
ン
工
場
を

，
細
島
臨
海
工
業
地
帯
に
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
工
場
が
「
公
害
」
を
出

　
さ
な
い
こ
と
な
ど
を
約
束
す
る
「
公
害
防
止
協
定
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
協
定
の
概
要
と
「
ク
ロ
ロ
セ
ン
工
場
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
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「
公
害
防
止
協
定
」

　
こ
の
「
公
害
防
止
協
定
」
は
、
九
月

一
日
、
県
庁
で
黒
木
県
知
事
、
金
丸
門

川
町
長
、
児
玉
市
長
ら
と
平
岡
旭
ダ
ウ

株
式
会
社
取
締
役
、
鳥
井
旭
化
成
工
業

株
式
会
社
延
岡
支
社
長
ら
が
出
席
し
て

調
印
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
基
本
理
念
）

　
会
社
は
、
事
業
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
住
民
の

健
康
と
生
活
環
境
の
保
全
を
は
か
る
た

め
、
つ
ね
に
公
害
防
止
技
術
の
開
発
と

設
備
の
改
善
に
つ
と
め
、
自
然
と
の
調

和
を
は
か
り
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
大
気
汚
染
防
止
対
策
）

ω
　
い
お
う
酸
化
物
に
よ
る
汚
染
防
止

　
対
策

　
燃
料
は
、
い
お
う
分
の
少
な
い
も
の

を
使
い
、
い
お
う
酸
化
物
（
亜
硫
酸
ガ

ス
）
の
排
出
は
、
国
の
基
準
を
下
ま
わ

る
。

21

@
ば
い
じ
ん
に
よ
る
汚
染
防
止
対
策

　
防
じ
ん
対
策
を
し
て
、
排
出
濃
度
を

ひ
く
く
す
る
．

㈲
　
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
防
止
対
策

　
塩
素
、
塩
化
水
素
な
ど
に
よ
る
汚
染

防
止
に
は
除
害
設
備
の
設
置
な
ど
完
全

な
防
止
対
策
を
す
る
。

　
　
（
水
質
汚
濁
防
止
対
策
）

　
排
水
処
理
施
設
は
、
排
水
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
処
理
す
る
施
設
と
し
、
汚
濁
物
質

の
減
少
に
積
極
的
な
対
策
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
排
出
さ
れ
る
水
温
に
つ
い
て

は
周
辺
の
生
物
や
環
境
に
影
響
を
お
よ

ぼ
さ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
講
ず
る

　
　
　
（
騒
音
防
止
対
策
）

　
工
場
に
近
い
住
民
に
影
響
を
お
よ
ぼ

さ
な
い
よ
う
騒
音
を
出
す
施
設
に
つ
い

て
は
、
そ
の
機
器
の
配
置
に
留
意
し
、

特
に
屋
外
装
置
に
つ
い
て
は
、
騒
音
の

低
減
に
刀
全
の
対
策
を
講
ず
る
。

　
　
　
（
廃
棄
物
処
理
対
策
）

　
廃
棄
物
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
収
集

運
搬
、
処
分
の
基
準
に
よ
っ
て
処
理
す

る
が
そ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
県
、
市
、
門
川
町
と
協
議
す

る
。

　
　
　
（
環
境
緑
化
対
策
）

　
工
場
敷
地
の
二
十
響
以
上
を
緑
地
と

し
て
、
工
場
の
環
境
を
整
備
す
る
。

　
　
（
事
故
防
止
等
の
措
置
）

　
事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て
は
万
全
を

期
す
る
が
、
万
一
事
故
が
発
生
し
、
健

康
も
し
く
は
生
活
環
境
が
そ
こ
な
わ
れ

ま
た
は
そ
こ
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
で
た

と
き
は
、
た
だ
ち
に
必
要
な
応
急
借
置

を
し
、
同
時
に
、
県
、
市
、
町
に
報
告

す
る
。

　
　
’
被
害
の
補
償
）

　
不
測
の
事
故
等
が
発
生
し
、
被
害
が

で
た
場
合
は
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
誠
意
を
も
っ
て
被
害
補
償
の
協
議
に

応
じ
、
す
み
や
か
に
問
題
を
解
決
す
る

　
　
（
報
告
及
び
調
査
）

　
県
、
市
、
町
は
、
公
害
防
止
の
た
め

必
要
な
報
告
を
求
め
、
県
お
よ
び
市
町

が
指
定
す
る
者
は
工
場
内
に
立
入
り
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
会
社

は
大
気
、
水
質
等
の
排
出
濃
度
を
定
期

的
に
測
っ
て
、
毎
月
県
、
市
、
町
に
報

告
す
る
。

　
　
　
（
協
　
議
）

　
協
定
書
に
定
め
て
あ
る
こ
と
ま
た
は

定
め
て
な
い
こ
と
に
つ
い
て
疑
義
を
生

じ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
協
議
し
て
き

め
る
。
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以
上
が
協
定
の
内
容
で
す
が
化
学
的

な
物
質
の
基
準
値
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
数
値
を
み
る
と
国
の
基
準
よ

り
き
び
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
で
は
「
有
害
物
質
－
排
出
し
な

い
。
」
、
　
「
色
一
色
は
な
い
。
」
、
　
「
臭

気
一
発
生
し
な
い
。
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
了
解
事

項
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

e
会
社
は
、
公
害
の
発
生
に
関
連
す
る

施
設
の
新
設
、
増
設
お
よ
び
改
善
を
行

な
う
場
合
は
事
前
に
、
市
町
に
協
議
し

市
町
の
改
善
要
請
に
応
じ
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
計
画
書
を

市
町
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

⇔
会
社
が
協
定
に
定
め
る
措
置
を
講
じ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
害
の
発
生
の

お
そ
れ
が
生
じ
、
ま
た
は
公
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
そ
の
起
因
す
る
施
設
の

使
用
の
一
時
停
止
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
要
請
す
る
も
の
と
し
、
企
業
は
こ
れ

に
応
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
「
ク
ロ
ロ
セ
ン
工
場
」
の
公
害
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
本
年
二
月
、
宮
崎
県

工
場
試
験
場
長
服
部
正
夫
氏
が
オ
ラ
ン

ダ
に
あ
る
同
じ
工
程
の
「
ク
ロ
上
空
ン

工
場
」
を
視
察
し
た
そ
の
報
告
に
よ
る

と
「
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
等
に
対
す

る
措
置
は
共
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
さ
れ

て
お
り
、
外
部
に
対
す
る
汚
染
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
」
、
「
公
害
上
チ
ェ
ッ

ク
す
べ
き
問
題
点
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
、
塩
素
の
取
り
扱
い
と
そ
の
処
理
及

び
排
水
と
考
え
ら
れ
る
が
技
術
的
処
理

は
完
全
に
ま
も
ら
れ
て
お
り
問
題
は
な

い
も
の
と
判
断
し
た
。
」
「
工
場
は
き
わ

め
て
健
康
か
つ
清
潔
な
環
境
を
乱
す
こ

と
な
く
立
地
操
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
工
場
が
操
業
す
る
な
か
で
こ
れ

か
ら
ず
一
つ
と
先
の
将
来
ま
で
、
日
向

の
こ
の
美
し
い
自
然
や
市
民
の
生
活
環

境
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
会
社
が
こ

の
協
定
を
完
全
に
ま
も
る
と
と
も
に
、

県
市
町
も
そ
の
監
視
に
万
全
を
期
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
ク
ロ
ロ
セ
ン
工
場
」

　
「
ク
ロ
ロ
セ
ン
」
と
は
、
商
品
の
名

で
、
化
学
的
に
は
二
・
一
・
一
ト
リ

ク
ロ
ー
ル
エ
タ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

　
用
途
は
、
グ
リ
ー
ス
、
タ
ー
ル
、
ワ

ッ
ク
ス
な
ど
油
の
洗
じ
ょ
う
剤
で
精
密

機
械
工
業
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

（別表）俵）　公害防止協定の比較

法にもとずく国・県の基準1

1・（いおう酸化物）

　数項目の規制がある。

1

　クロロ

幅糊
1業時点

の
。
モ
ー
タ
ー
、
自
動
車
、
楽
器
、
時

計
、
写
真
フ
イ
ル
ム
の
訓
じ
よ
う
な
ど

ひ
ろ
い
分
野
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
ま
で
洗
じ
ょ
う
剤
と
い
え

ば
「
シ
ン
ナ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ベ
ン
ジ

ン
」
な
ど
非
常
に
燃
え
や
す
い
も
の
で

し
た
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
「
ク
ロ
ロ

セ
ン
」
は
燃
え
な
い
長
じ
よ
う
剤
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
こ
ん
ど
建
設
さ
れ
る
工
場
は
、
建
設

費
二
十
四
億
円
、
工
場
敷
地
面
積
九
万

九
千
平
方
材
、
従
業
員
四
十
四
人
、
工

業
用
水
使
用
量
は
一
日
に
五
千
八
百
ト
ン

生
産
量
は
年
四
万
ト
ン
の
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。
原
料
は
「
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
」

「
無
水
塩
酸
」
、
「
塩
素
」
な
ど
が
主

で
延
岡
や
岡
山
県
水
島
か
ら
運
ば
れ

ま
す
。

クロロセン工場の基準

1．（燃料規制）

　使用燃料のいおう分を操
　業時点で含有率1．8％以…

下とし、50年以降はその：

　含有率を遂次低減する。…

（ばいじん）　　　　　　i
排出ガス量40，000N㎡／

丁丁二二丁丁騙
（有害物質）　　　　　i
塩素、塩化水素及び窒素L
酸化物に係る環境汚染をi
防止するため、保安用発

騨及び除劉轡

5．8～8．6

最大

〃

〃

20PPm

　日間平均15以下

50PPm

　　〃　　40以下

1PPm

　
建
設
さ
れ
る
場
所
は
、
臨
海
地
帯
一

区
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
。

　
こ
の
一
区
の
九
十
二
万
四
千
平
方
材

は
昭
和
四
十
三
年
八
月
、
県
と
旭
化
成

工
業
株
式
会
社
と
の
間
で
土
地
売
買
契

約
が
成
立
し
、
現
所
有
者
は
旭
化
成
。

ク
ロ
ロ
セ
ン
工
場
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
旭

化
成
所
有
地
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
工
場
の
建
設
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
、
旭
化
成
と

旭
ダ
ウ
株
式
会
社
が
ク
ロ
ロ
セ
ン
工
場

の
建
設
を
表
明
、
県
と
の
協
議
書
に
も

調
印
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の

経
済
不
況
。
ド
ル
シ
。
ッ
ク
、
対
米
繊

維
規
制
等
に
よ
り
計
画
ど
お
り
の
進
出

が
困
難
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
昨
年
末

に
な
っ
て
よ
う
や
く
建
設
す
る
こ
と
を

決
め
た
も
の
で
す
。

”
下
水
道
ひ
ら
く
暮
ら
し
の
新
時
代
〃

項
目

2．（ばいじん）

排出ガス量40，000N㎡／時

未満の場合排出濃度0．39／
N〃♂

3．（有害物質）

　令別表第1に掲げる16～
　19までの施設にあっては
　1〃♂の排出ガス中に50飛g
　（塩素）80πg（塩化水素）

大
　
　
気
　
　
汚
　
　
染

　　　　　　その他　海
水素イオン
濃　　度5．8～8．65～9

化学的酸素
要求量160PPm
　　　　（日間平均120）

浮遊物質量　200PPm
　　　　（〃　　150）

ノルマルヘキサン5PPm

抽出物質含有量（鉱物油）

水
質
汚
濁

　
今
月
は
、
第
十
三

回
「
全
国
下
水
道
促

進
月
間
」
で
す
。

　
下
水
道
は
、
河
川

湖
沼
、
海
な
ど
の
公

共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
防
止
の
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

今
月
は
下
水
道
促
進
月
間
で
す

詩
毒
、

．
瓢

　
本
市
で
は
、
九
月
十
五
日
～
二
十
四

日
ま
で
の
十
日
間
を
、
下
水
道
を
理
解

し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止

す
る
旬
間
と
し
、
河
川
や
海
を
い
つ
ま

で
も
き
れ
い
に
保
ち
、
明
る
く
住
み
よ

い
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
現
在
の
下
水
路
は
、
雨
水
だ

け
を
処
理
し
て
い
る
「
都
市
下
水
路
」

で
す
が
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
は
各

家
庭
に
お
け
る
汚
水
や
、
し
尿
嚢
の
処

理
ま
で
含
ん
だ
「
公
共
下
水
道
」
に
き

り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
に
お

購謬
触　　　＼阪九

い
て
い
ま
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
宮
崎
市
を
は
じ
め
、
延

岡
、
日
南
、
都
城
の
各
市
で
、
す
で
に

公
共
下
水
道
の
事
業
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
現
代
に
お
け
る

水
質
汚
濁
等
の
公
害
問
題
は
、
ま
す
ま

す
深
刻
の
度
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
機
会
に
下

水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、

お
互
い
が
安
全
か
つ
快
適
な
生
活
が
で

き
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
す

す
め
ま
し
よ
う
。
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運動平安通交国全の秋

9月21日～30日まで

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
、

こ
と
し
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
た

ま
す
。

　
こ
ん
ど
の
運
動
の
重
点
目
標
は
「
歩

行
者
と
く
に
幼
児
お
よ
び
小
学
校
低
学

年
児
童
な
ら
び
に
老
人
の
事
故
防
止
」

と
も
、
5
っ
て
い
ま
す
。

　
と
か
く
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

夏
の
疲
労
か
ら
く
る
い
ね
む
り
運
転
、

長
い
夏
休
み
明
け
の
こ
ど
も
の
登
下
校

時
の
事
故
な
ど
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
重
大
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を

み
ま
す
と
、
八
月
末
現
在
で
日
向
警
察

署
管
内
で
は
発
生
件
数
二
百
七
十
九
件

（
昨
年
一
年
間
は
百
六
十
二
件
）
で
、

死
者
十
四
人
（
同
十
一
人
）
、
傷
者
三

百
八
十
四
人
（
同
百
九
十
五
人
）
が
出

て
い
ま
す
。

　
ま
た
日
向
市
内
で
は
、
八
月
末
現
在

で
発
生
件
数
百
九
十
七
件
（
昨
年
一
年

間
は
百
十
二
件
）
で
、
死
者
九
人
（
同

十
人
）
、
傷
者
一
一
百
六
十
六
人
（
同
百

四
十
一
人
目
が
出
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
は
、
わ
た
く
し
た
ち
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
で
も
こ
の
願
い
も
む

転
、
5
し
く
、
い
た
ま
し
い
悲
惨
な
事
故
は

き
ょ
う
も
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
運
転
者
も

歩
行
者
も
自
転
車
乗
り
の
か
た
も
、
交

通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
っ
て
、
楽
し
い

毎
日
を
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

　
運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
歩
行
者
の
み

な
さ
ん
、
自
転
車
乗
り
の
み
な
さ
ん
、

こ
れ
だ
け
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

癩
運
転
す
る
と
き
は

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し
よ
う
。

▽
安
全
速
度
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
車
間
距

　
離
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
に
は
定
め
ら
れ

　
た
時
間
に
は
進
入
し
な
い
よ
う
に
し

　
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
▽
横
断
歩
道
で
は
歩
行

　
者
に
必
ず
進
路
を
ゆ

　
ず
り
ま
し
よ
う
。

▽
無
免
許
運
転
は
絶
対

　
に
や
め
ま
し
よ
う

▽
踏
切
り
で
は
必
ず
一

　
旦
停
止
を
し
ま
し
よ

　
㍗
つ

▽
過
労
運
転
は
や
め
ま

　
し
ょ
う

▽
無
理
な
追
い
越
し
は

　
や
め
ま
し
よ
う
。

考
歩
く
と
き
は

▽
歩
道
の
な
い
道
路
で

　
は
右
端
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
遠
回
り
で

　
も
横
断
歩
道
、
横
断
歩
道
橋
を
渡
り

　
ま
し
よ
う
。

▽
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
手
を
あ
げ
て

　
右
左
右
を
見
て
安
全
を
確
か
め
て
渡

　
り
ま
し
ょ
う
。

▽
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
ろ
の
横
断
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
道
路
の
斜
め
横
断
は
や
め
ま
し
よ
う

娩
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

▽
自
転
車
に
乗
っ
た
ら
必
ず
道
路
の
左

　
側
を
一
列
で
通
り
ま
し
ょ
う
。

▽
交
差
点
の
手
前
で
は
必
ず
一
度
止
ま

　
り
安
全
を
確
か
め
て
潤
み
ま
し
ょ
う

▽
右
左
に
曲
が
る
と
き
は
必
ず
合
図
し

　
ま
し
ょ
う
。

▽
お
酒
を
飲
ん
で
乗
る
の
は
や
め
ま
し

　
よ
う
。

▽
か
さ
さ
し
運
転
、
ふ
ら
つ
き
運
転
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
安
全
運
動
期
間
中
、
本
市
で

実
施
さ
れ
る
お
も
な
行
事
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

◎
事
前
運
動
と
し
て

　
①
九
月
十
四
、
十
五
、
十
六
日
の
三

　
日
間
行
な
わ
れ
る
十
五
夜
ま
つ
り
で

　
交
通
安
全
の
宣
伝
、
啓
蒙
を
行
な
う

　
②
九
月
二
十
日
に
、
市
役
所
横
の
児

　
童
公
園
で
交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
な

　
い
、
そ
の
後
パ
レ
ー
ド
を
行
な
う
。

◎
期
間
中

　
①
自
転
車
街
頭
検
査

　
　
自
転
車
業
者
の
協
力
に
よ
り
プ
レ

　
ー
キ
、
灯
火
等
の
点
検
を
行
な
い
、

　
必
要
な
法
令
の
指
導
を
行
な
う
。

　
②
事
業
所
等
の
訪
問

　
　
事
業
所
等
を
訪
問
し
、
安
全
運
動

　
の
推
進
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
、

　
一
事
業
所
一
行
事
を
実
施
し
て
も
ら

　
う
。③

道
路
環
境
調
査

　
　
危
険
個
所
の
発
見
に
つ
と
め
、
危

　
険
個
所
の
あ
る
場
合
は
関
係
機
関
に

　
要
望
す
る
。

　
④
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　
　
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を

　
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、
市
内

　
の
デ
パ
ー
ト
等
に
展
示
す
る
。

　
⑤
立
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
各
事
業
所
、
各
支
部
を
対
象
に
立

　
看
板
を
作
成
し
、
優
秀
作
品
を
表
彰

　
し
、
街
頭
に
展
示
す
る
。

　
⑥
交
通
安
全
親
子
ク
ラ
ブ
の
結
成

　
　
幼
稚
園
、
保
育
所
ご
と
に
親
子
ク

　
ラ
ブ
を
結
成
さ
せ
、
交
通
安
全
教
室

　
を
開
催
す
る
。

　
⑦
広
報
車
に
よ
る
広
報

　
　
広
報
車
で
児
童
生
徒
の
登
下
校
お

　
よ
び
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
重
点
的
に
行
な
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⑧
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報

　
一
般
用
、
老
人
、
子
ど
も
用
を
作

成
し
、
各
世
帯
に
配
布
す
る
。

⑨
街
頭
指
導

　
主
と
し
て
、
児
童
、
生
徒
、
幼
稚

園
児
の
通
学
路
に
お
い
て
実
施
す
る

⑩
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
運
動
期
間
中
、
毎
日
年
前
七
時
三

十
分
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
。

”
一
．
」
苦
労
さ
ん
”

市
交
通
指
導
員
決
ま
る

　
交
通
指
導
員
の
か
た
が
た
の
主
な
し

ご
と
は
、
主
要
な
交
差
点
や
交
通
の
ひ

ん
ぱ
ん
な
道
路
で
、
老
人
や
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
通
行
の
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
指
導
や
誘
導
を
行
な
う
ほ
か
、
　
一

般
歩
行
者
に
対
し
て
、
正
し
い
横
断
の

方
法
や
信
号
ナ
ゼ
守
る
一
よ
・
り
山
父
涌
哩
ル
ー
ル

の
指
導
を
し
、
交
通
安
全
の
広
報
活
動

な
ど
も
行
な
い
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち

も
協
力
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
日
向
市
交
通
指
導
員
は
、
市
内
で
十

五
、
八
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
か
た
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

　
松
木
金
助
（
山
下
）
、
黒
田
通
（
梶

木
）
、
三
浦
春
隆
（
公
園
通
り
）
、

中
村
惣
次
郎
（
堀
一
方
）
、
中
里
俊
幸

（
堀
一
方
）
、
黒
木
辰
義
（
千
束
口
）

荻
原
実
（
義
々
津
町
別
府
）
、
鈴
木
三

郎
（
西
草
場
）
、
黒
木
安
則
（
本
町
）

奈
須
重
幸
（
中
村
）

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

　
全
日
本
交
通
安
全
協
会
で
は
、
昭
和

四
十
九
年
使
用
の
交
通
安
全
年
間
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
、
つ
ぎ
に
よ
り
広
く
一
般
か

ら
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
1
1
九
月
三
十
日
ま
で
（
三

十
日
消
印
の
も
の
は
有
効
）

▽
募
集
部
門
1
1
運
転
者
む
け
の
も
の

　
　
　
　
　
　
歩
行
者
む
け
の
も
の

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
む
け
の
も
の

▽
応
募
資
格

　
①
運
転
者
む
け
の
も
の
お
よ
び
歩
行

　
警
む
け
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
年
令

　
制
限
は
な
い
。

　
②
こ
ど
も
（
幼
児
、
児
童
）
む
け
の

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
生
に
限

　
る
。

▽
応
募
方
法
巨
は
が
き
一
枚
、
一
部
門

一
標
語
（
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。
）
必
ず
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
職
業
を
明
記
す
る
こ
と
。
小
中
学

生
は
在
校
名
、
所
在
地
、
学
年
、
氏
名

を
記
入
す
る
。
枚
数
に
制
限
な
く
、
多

数
応
募
の
場
合
に
は
、
は
が
き
大
の
厚

い
紙
を
用
い
、
一
括
送
付
し
て
も
よ
い

地
域
、
職
業
、
学
校
単
位
を
歓
迎
し
ま

す
。▽

送
り
先
“
東
京
都
中
央
郵
便
局
私
書

箱
三
十
八
号
へ
郵
便
番
号
｝
○
O
i
九

十
一
）
毎
日
新
闇
判
東
山
尽
本
社
事
業
部
　
父

通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
係
あ
て
。

▽
発
表
鯉
十
二
月
初
旬
（
予
定
）
。
募

集
広
報
な
ら
び
に
受
賞
発
表
は
N
H
K

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
毎
日
新
聞
紙
上

▽
賞
品
等
”
入
賞
作
品
に
は
賞
金
お
よ

び
賞
状
、
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
と
重
度
身
障

医
療
費

　
市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
、
乳
幼
児

の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
う

な
が
し
、
乳
幼
児
の
健
康
保
持
増
進
一
の

た
め
、
お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
（
溝

三
歳
以
上
の
重
度
身
体
障
害
児
を
含

む
。
）
の
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す

る
た
め
に
、
医
療
費
の
助
成
を
い
た
し

ま
す
。

霧
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成

▽
対
象
者

　
本
市
に
居
住
し
て
い
る
三
歳
に
満
た

　
な
い
乳
幼
児
で
、
本
市
の
住
民
票
に

　
記
載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
ま
た
は

　
外
国
人
で
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の

　
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
本

　
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
子
ど
も
で
す
。
た
だ
し
、
生

　
活
保
護
法
、
結
核
予
防
法
な
ど
に
よ

　
り
、
医
療
費
の
全
額
を
受
給
し
て
い

　
る
子
ど
も
は
除
か
れ
ま
す
。

▽
助
成
金
の
支
給

　
助
成
金
の
支
給
は
、
三
歳
に
満
た
な

　
い
乳
幼
児
の
病
気
お
よ
び
ケ
ガ
（
入

　
院
、
療
養
を
含
む
．
）
に
対
し
て
支

　
給
さ
れ
ま
す
。

▽
助
成
金
の
額

　
助
成
金
は
、
病
院
な
ど
の
窓
口
で
実

　
際
に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
、
入
院

’
し
た
場
合
は
月
額
二
千
円
、
入
院
外

　
の
場
合
は
月
額
五
百
円
を
差
し
引
い

　
た
残
り
の
額
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

▽
支
給
制
限

　
乳
幼
児
の
医
療
費
は
、
乳
幼
児
を
保

　
摂
し
て
い
る
人
の
前
年
の
所
得
（
一

月
～
六
月
ま
で
の
間
に
受
け
た
医
療

　
に
係
る
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
は

　
前
々
年
の
所
得
）
が
、
「
定
の
基
準

　
（
別
に
定
め
が
あ
る
。
）
の
額
を
こ

　
え
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
支
給
の
方
法

　
医
療
費
助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
乳
幼
児
の
保
護
者
は
、
医
療

　
費
助
成
金
交
付
申
請
書
を
市
福
祉
事

　
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

霧
重
度
身
体
障
害
者
の

　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
助
成

▽
対
象
者

　
本
市
に
居
住
し
て
い
る
重
度
身
体
障

　
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
受
け
、
当
該
手
帳
に
障
害
の
程
度
が

　
一
級
ま
た
は
二
級
と
記
載
さ
れ
て
い

　
る
人
を
い
う
。
）
　
（
満
三
歳
以
上
の

　
重
度
身
体
障
害
児
も
含
む
。
）
で
、

　
本
市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
人
、
ま
た
は
外
国
人
で
本
市
の
国
民

　
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と

　
が
で
き
、
本
市
の
外
国
人
登
録
原
票

　
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
た
だ

　
し
、
生
活
保
護
法
、
精
神
衛
生
法
、

　
結
核
予
防
法
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費

　
の
全
額
を
受
給
し
て
い
る
人
は
除
か

　
れ
ま
す
。

▽
助
成
金
の
支
給

　
助
成
金
の
支
給
は
、
重
度
身
体
障
害

　
者
（
満
三
歳
以
上
の
重
度
身
体
障
害

　
児
を
含
む
。
）
の
病
気
お
よ
び
ケ
ガ

　
　
（
入
院
、
療
養
含
む
。
）
に
対
し
て

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
助
成
金
の
額

　
「
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
」
の
場

　
合
と
同
じ
で
す
。

▽
支
給
制
限

　
重
度
身
体
障
害
者
（
満
三
歳
以
上
の

　
重
度
身
体
障
害
児
を
含
む
。
）
の
前

　
年
の
所
得
（
一
月
差
六
月
ま
で
の
間

　
に
受
け
た
医
療
に
係
る
重
度
身
体
障

　
害
者
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
前
々
年

　
の
所
得
〉
が
、
一
定
の
基
準
（
別
に

　
定
め
が
あ
る
。
）
の
額
を
こ
え
る
と

　
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
支
給
方
法

　
医
療
費
助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う

　
と
す
る
人
、
ま
た
は
そ
の
監
護
者
は

　
医
療
費
助
成
金
交
付
申
請
書
を
市
福

　
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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卸
、
、
煽
y
3

く
ザ
．

　
　
．
．
轡

幣
　
　
　
　
触

　
　
福

膿
讐
謹

騰
激
∵
警

お
倉
が
浜
を
き
れ
い
に

　
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う
一
と
、
財
光

寺
地
区
の
事
業
主
な
ど
で
結
成
し
て
い

る
財
伸
ク
ラ
ブ
（
治
田
求
会
長
、
会
員

二
十
三
人
）
の
会
員
の
人
た
ち
が
、
九

月
九
日
お
倉
が
浜
海
岸
一
帯
の
清
掃
を

し
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
六
時
に
現
地

集
合
、
広
々
と
し
た
海
岸
の
清
掃
に
朝

食
も
忘
れ
て
会
員
は
大
は
り
き
り
…
。

　
ま
た
、
海
岸
数
ヵ
所
に
〃
海
を
き
れ

い
に
し
よ
う
〃
の
看
板
を
立
て
ま
し
た

し
尿
処
理
場
が
完
成

　
日
向
市
と
東
郷
町
が
共
同
で
、
市
内

美
々
津
町
字
新
川
に
建
設
し
て
い
た
し

尿
処
理
場
が
完
成
、
操
業
を
始
め
ま
し

た
、
こ
れ
は
、
人
口
の
増
加
な
ど
に
よ

り
現
在
の
施
設
で
は
処
理
し
き
れ
な
く

な
っ
た
た
め
で
、
昨
年
七
月
、
日
向
、

東
郷
衛
生
施
設
組
合
が
発
足
し
、
同
年

十
一
月
着
工
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
処
理
能
力
一
日
溜
八
十
．
。
易
（
六
万

五
千
人
分
）
、
総
工
費
一
億
七
千
万
円

影
．

市
長
ら
、

お
と
し
よ
り
を
慰
問

　
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
、
市
内

の
九
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
を
市
長

ら
関
係
者
が
慰
問
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
九
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り

は
、
細
島
清
正
区
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

三
輪
マ
ツ
（
9
7
）
さ
ん
ほ
か
三
十
四
人

み
ん
な
お
元
気
で
、
市
長
ら
の
訪
問
に

大
変
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

鋸
鞘
窟
を
追
っ
て
　
わ
尭
い
を
．
お
つ
・
て
？
ワ
ダ
イ
・
ヲ
・
オ
ノ
構
7

に
ぎ
や
か
に
十
五
夜
ま
つ
り

　
日
向
名
物
〃
十
五
夜
ま
つ
り
〃
が
、
こ
と
し
も
九
月
十
四
日
～

十
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
は
市
中
心
部
の
商
店
街
通
り
が
、
お
祭
り
広
場
と
な
り
見
立
細

立
や
十
五
夜
音
頭
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
、
仮
装
行
列
、
花
屋
台
、
各

団
体
の
余
興
隊
、
職
場
対
抗
の
ど
自
慢
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
物
が
行
な
わ
れ
、
例
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

至
、
ド
昏
㌻
・
「

納
税
は便

利
な
口
座
振
替
で

　
お
い
そ
が
し
い
あ
な
た
の
た
め
に
、

た
い
へ
ん
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納

税
方
法
が
あ
り
ま
す
。

雛
口
座
振
替
と
は

　
あ
な
た
が
利
用
さ
れ
て
い
る
銀
行
、

　
そ
の
他
の
金
融
機
関
が
、
あ
な
た
の

　
預
金
口
座
か
ら
税
金
を
納
付
す
る
制

　
度
で
す
。

雛
便
利
な
点

ω
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信

　
用
組
合
、
農
協
な
ど
、
ど
こ
で
も
利

　
用
で
き
ま
す
。

ω
手
続
き
が
簡
単
で
す
。
　
（
一
度
、
市

　
役
所
と
金
融
機
関
に
書
類
を
出
す
だ

　
け
で
済
み
ま
す
。
）

㈲
一
人
の
口
座
で
、
家
族
全
員
の
税
金

　
が
振
替
納
付
で
き
ま
す
。

ω
納
期
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

　
す
。

霧
振
替
で
き
る
税

　
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

　
車
税
、
水
利
地
益
税
、
法
人
市
民
税

　
国
民
健
康
保
険
税
、
特
別
土
地
保
有

　
税
、

　
ロ
座
の
種
類

　
普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
納
税
準
備

　
預
金
、
日
掛
預
金
、

影
ロ
座
振
替
取
扱
い

　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
機
関

　
宮
崎
銀
行
日
向
支
店
、
同
細
島
支
店

　
日
向
市
信
用
組
合
本
店
、
同
富
高
支

　
店
、
鹿
児
島
銀
行
日
向
支
店
、
宮
崎

　
相
互
銀
行
日
向
支
店
、
高
千
穂
相
互

　
銀
行
日
向
支
店
、
高
鍋
信
用
金
庫
日

　
向
支
店
、
日
向
農
業
協
同
組
合
日
向

　
支
店
、
同
岩
脇
支
店
、
同
美
々
津
支
店

霧
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
税
務
課
管
理
係

噂∫丁－

晒

口座振替のしくみ

市

役

所

幽痢圃
画ハ鍮

金

融

機

関

　　　　3，振替・納付書

」〔市役所に備えつけの依頼書に

　記入押印し、市役所と金融機

　関へ出していただきます

2市役所からあなたに課税され

　た税額を通知します。

亀納期がくると、市役所から金

　融機関へ振替納付書を送りま
　す。

4：金融機関から領収証書をあな

　たへ送ります。

喧
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児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

動
児
童
扶
養
手
当
を

に
つ
い
て

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
は

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

家
庭
の
子
ど
も
、
ま
た
は
父
親
が
身
体

障
害
や
長
期
の
病
気
中
な
ど
の
家
庭
の

子
ど
も
が
、
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
よ

う
に
、
そ
の
子
ど
も
の
母
親
、
ま
た
は

母
親
に
か
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
る
人
に

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
十
月
か
ら

は
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金

お
よ
び
老
令
福
祉
年
金
を
受
け
る
人
に

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

號
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
は

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
生
活

向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
そ
の
子
ど
も

を
監
護
す
る
父
親
、
も
し
く
は
母
親
ま

た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
．

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
（
母
子
福
祉
年

金
、
準
母
子
福
祉
年
金
、
老
令
福
祉
年

金
、
障
害
福
祉
年
金
を
除
く
。
）
　
恩

給
、
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
は
　
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
月
か

ら
は
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
二
つ
の
児
童
扶
養
手
当
制
度

の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
ま
し
た
が
、
く
わ

し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ま
た
は
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
た

は
、
市
福
祉
事
務
所
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。市

職
員
任
用
資
格
試
験

一．

v
案
内

　
日
向
市
職
員
任
用
資
格
試
験
を
、
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

一、

齡
ﾊ
職
員

▽
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
・
試
験
区
分
（
希
望
す
る
い
ず
れ
か

　
　
一
つ
に
つ
い
て
だ
け
受
験
で
き
ま

　
　
す
。
）

　
①
一
般
事
務
目
市
長
部
局
等
に
勤
務

　
　
し
、
一
般
事
務
補
助
の
業
務
に
従

　
　
事
し
ま
す
。
採
用
予
定
人
員
は
若

　
　
工
－
名
で
す
。

　
②
土
木
技
術
“
市
長
部
局
に
勤
務
し

　
　
土
木
技
術
補
助
に
従
事
し
ま
す
。

　
　
採
用
予
定
人
員
は
若
干
名
で
す
。

▽
受
験
資
格
1
1
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
必
要

　
と
し
ま
す
。
年
令
は
昭
和
四
十
九
年

　
四
月
一
日
現
在
で
、
満
二
十
五
歳
ま

　
で
の
人
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日

　
以
降
出
生
の
人
で
、
高
校
、
大
学
在

　
二
三
の
人
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
四
十

　
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
ま

　
た
は
修
了
見
込
み
の
人
を
含
む
。
）

▽
試
験
の
方
法
1
1
第
一
次
試
験
、
第
二

　
次
試
験
、
身
体
検
査
、
身
上
調
査
を

行
な
い
ま
す
。

ω
第
一
次
試
験

　
・
一
般
事
務
職
1
1
国
語
、
数
学
、
社

　
　
会

　
・
技
術
職
踊
国
語
、
数
学
、
社
会
、

　
ω
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合
格

　
　
者
の
み
に
つ
い
て
試
験
を
実
施
）

　
・
一
般
事
務
職
1
1
作
文
、
面
接
、

　
・
技
術
職
涯
専
門
、
面
接
、

▽
試
験
の
期
日
、
時
間
、
場
所
等

　
ω
第
一
次
試
験

　
　
十
月
七
日
年
前
八
時
三
十
分
～
午

　
　
後
一
時
ま
で
、
場
所
は
富
島
中
学

　
　
校
。

　
ω
第
二
次
試
験

　
　
十
月
二
十
五
日
に
行
な
い
ま
す
。

▽
受
験
手
続
き
1
1
所
定
の
受
験
申
込
書

　
（
市
人
事
課
に
あ
り
ま
す
。
）
に
、

　
履
歴
書
（
自
筆
、
写
真
添
付
、
身
上

　
欄
も
記
入
）
、
戸
籍
抄
本
、
卒
業
証

　
明
書
（
ま
た
は
見
込
み
証
明
書
）
わ

　
よ
び
資
格
証
明
写
、
学
業
成
績
証
明

　
書
を
添
え
て
、
日
向
市
役
所
人
事
課

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
け
付
け
一
1
＋
月
一
日
（
月
）
午
後

　
五
時
ま
で
。
（
郵
送
の
場
合
は
十
月
一

　
日
消
印
の
も
の
は
有
効
）

二
、
現
業
職
員

▽
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
・
試
験
区
分

　
　
現
業
職
員
（
男
子
向
き
）
一
市
長

　
　
部
局
管
財
課
等
に
勤
務
し
、
自
動

　
　
車
運
転
等
の
業
務
に
従
事
し
ま
す

　
　
採
用
予
定
人
員
は
若
干
名
で
す
。

▽
受
験
資
格
1
1
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

　
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
必
要
と

　
し
ま
す
。
年
令
は
昭
和
四
十
九
年
四

　
月
一
日
現
在
で
、
満
二
十
五
歳
ま
で

　
の
人
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
以

　
降
出
生
の
人
）
で
、
義
務
教
育
修
了

　
の
人
。
条
件
と
し
て
大
型
自
動
車
と

　
大
型
特
殊
自
動
車
の
両
方
の
免
許
を

　
有
す
る
こ
と
。

▽
試
験
の
方
法
”
第
一
次
試
験
、
第
二

　
次
試
験
、
身
体
検
査
、
身
上
調
査
を

　
行
な
い
ま
す
。

　
ω
第
一
次
試
験
！
中
学
校
卒
業
程
度

　
　
の
常
識
問
題
を
中
心
に
筆
記
試
験

　
　
を
行
な
い
ま
す
。

　
ω
第
二
次
試
験
“
第
一
次
試
験
合
格

　
　
者
の
み
に
つ
い
て
面
接
試
験
を
行

　
　
な
い
ま
す
。

▽
試
験
の
期
日
、
時
間
、
場
所
等

　
ω
第
一
次
試
験

　
　
十
月
七
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午

　
　
後
一
時
ま
で
、
場
所
は
富
島
中
学

　
　
校
、

　
②
第
二
次
試
験

　
　
十
月
二
十
五
日
に
行
な
い
ま
す
。

▽
受
験
手
続
き
1
1
一
般
職
の
場
合
と
同

　
じ
で
す
。

▽
受
け
付
け
拷
↓
般
職
と
同
じ
で
す
。

　
以
上
、
こ
の
試
験
（
一
般
職
、
現
業

職
）
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

つ
ぎ
に
よ
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵

便
に
つ
い
て
の
照
会
等
は
、
必
ず
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
住
所
）
〒
8
8
3
日
向
市
本
町
十

　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
号

　
　
　
　
　
日
向
市
役
所
人
事
課

文
化
賞
受
賞
候
補
者
の

一．

v
推
せ
ん
を

　
「
日
向
市
文
化
賞
」
が
設
け
ら
れ
て

か
ら
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
九
人
の
か
た
が
こ
の
栄
誉

あ
る
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
が

本
年
度
も
引
き
続
き
、
文
化
∂
向
上
、

発
展
に
つ
く
さ
れ
、
と
く
に
功
績
の
あ

っ
た
か
た
を
十
一
月
三
日
の
「
文
化
の

日
」
に
表
彰
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
お
知
り
あ
い
の
か
た
で

功
労
者
と
し
て
顕
彰
す
べ
き
か
た
が
い

ら
っ
し
や
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
推
せ

ん
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

▽
対
象
縫
日
向
市
の
文
化
向
上
、
発
展

　
に
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
人
（
個
人

　
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。
）

▽
授
賞
ほ
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
体
育

　
の
四
部
門
に
つ
い
て
顕
彰
し
ま
す
。

　
（
自
治
功
労
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）

▽
推
せ
ん
書
”
市
教
育
委
員
会
に
準
備

　
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
締
め
切
り
1
1
十
月
一
日
（
月
）

▽
推
せ
ん
書
の
送
り
先
踊
日
向
市
本
町

　
十
番
五
号
、
日
向
市
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課

▽
そ
の
他
1
一
推
せ
ん
さ
れ
た
人
の
中
か

　
ら
、
選
考
審
査
会
の
議
を
経
て
、
市

　
教
育
委
員
会
が
授
賞
者
を
決
定
し
ま

　
す
。
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予
防
接
種
の

　
日
程
変
更
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

「
昭
和
四
十
八
年
度
予
防
接
種
計
画
表
」

で
は
十
月
か
ら
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
都
合
に
よ
り
十
月

十
八
日
以
降
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
効
果
は
、

接
種
後
二
週
間
ぐ
ら
い
で
効
き
は
じ
め

六
ヵ
月
間
ぐ
ら
い
は
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
す
る
の
は
、
お
お
よ
そ
冬
の
時
期

で
す
の
で
十
月
末
か
ら
十
一
月
ご
ろ
ま

で
に
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

老
人
健
康
診
査
を
実
施

　
　
　
　
費
用
は
無
料
で
す

　
市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
昨
年
に
引

き
続
き
、
老
人
健
康
診
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
老
人
健
康
診
査
は
、
さ
き
の
老

人
医
療
制
度
（
七
十
歳
以
上
の
老
人
と

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
は
医

療
費
が
無
料
の
制
度
）
と
は
別
で
、
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
老
人
に
つ
い
て
年
一

回
の
健
康
診
断
を
行
な
う
も
の
で
す
。

　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
し
た
ら
、

ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者
1
1
市
内
に
住
ん
で
い
る
六
十

　
五
歳
以
上
の
人
。

▽
検
診
期
間
H
こ
と
し
の
十
月
一
日
か

　
ら
来
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

▽
検
診
内
容
1
1
血
圧
測
定
、
心
臓
検
診

　
検
尿
等
、
そ
の
他
一
般
健
康
診
断
、

▽
費
用
1
1
無
料
で
す
。

▽
医
療
機
関
H
市
内
の
病
院
な
ど
で
し

　
た
ら
、
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
市
外
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
．
）

受
診
者
が
持
参
す
る
も
の

　
・
市
配
布
の
「
老
人
健
康
診
査
記
録

　
　
表
」

　
・
健
康
保
険
証

　
そ
の
他
　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
市
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

ヤ
　
　
　
　
　
へ
　
　
り

た
さ
し先

生
の
免
許
を
お
持
ち
の

　
　
　
か
た
は
い
ま
せ
ん
か

　
長
期
病
気
や
お
産
の
た
め
、
小
中
学

校
の
先
生
が
休
ま
れ
る
間
、
臨
時
的
に

勤
め
て
い
た
だ
く
か
た
を
市
教
育
委
員

会
で
さ
が
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
は
、
小
中
学
校
教
諭
の
免
許
状

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
で
、
男
女
、

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
政
外
務
職
員
を
募
集

　
九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
管
内
お
よ

び
東
京
、
京
阪
神
地
区
の
郵
便
局
に
勤

務
す
る
外
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

▽
採
用
人
員
1
1
九
州
　
約
三
百
五
十
人

　
　
　
　
　
東
京
　
約
二
百
人

　
　
　
　
　
京
阪
神
　
約
百
五
十
入

▽
応
募
資
格

　
・
九
州
地
区
膣
昭
和
四
十
九
年
四
月

　
　
一
日
現
在
で
、
満
十
八
歳
以
上
二

　
　
十
五
歳
以
下
の
人
。

　
・
東
京
地
区
1
1
昭
和
四
十
九
年
四
月

　
　
一
日
現
在
で
、
満
十
五
歳
以
上
二

　
　
十
五
歳
以
下
の
人
。

　
・
京
阪
神
地
区
隠
昭
和
四
十
九
年
四

　
　
月
一
日
現
在
で
、
満
十
五
歳
以
上

　
　
二
十
五
歳
以
下
の
人
。

▽
試
験
日
、
試
験
地
等

　
・
試
験
日
口
十
月
十
四
日
（
日
）

　
・
試
験
種
目
”
教
養
お
よ
び
作
文

　
．
試
験
地
1
1
県
内
で
は
宮
崎
、
延
岡

　
　
都
城
の
各
郵
便
局
。

▽
受
け
付
け
期
間
1
1
九
月
二
十
九
日
ま

　
で
。
当
日
消
印
有
効
、

※
受
験
希
望
者
は
、
日
向
郵
便
局
で
申

　
し
込
み
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

内
職
相
該
を

　
　
行
な
っ
て
い
ま
す

　
市
生
活
課
で
は
、
勤
め
に
出
ら
れ
な

い
主
婦
の
か
た
や
、
時
閻
等
の
制
約
を

受
け
る
と
こ
ろ
で
は
働
け
な
い
老
人
を

対
象
に
、
講
習
を
兼
ね
た
内
職
相
談
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
一
般
相
談

　
毎
週
月
、
木
曜
日
（
年
前
中
講
習
1
1

　
中
町
幸
福
神
社
横
道
場
）
受
け
付
け

　
は
年
後
一
時
～
三
時
ま
で
生
活
面
で

　
行
な
い
ま
す
。

◎
老
人
向
け
相
談

　
毎
週
火
、
木
曜
日
（
火
曜
日
は
午
前

　
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
、
木
曜
日
は

　
年
後
一
時
～
三
時
ま
で
1
1
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
ス
イ
カ
袋
作
り
と
パ
ー

ル
加
工
に
つ
い
て
の
講
習
を
行
な
い

ま
す
。
）

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
大
蔵
省
で
は
、
引
揚
者
の
み
な
さ
ん

か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
を
返
還

し
て
い
ま
す
。

　
終
戦
後
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
が
上

陸
港
で
税
関
等
に
預
け
た
り
、
引
揚
集

結
地
で
総
領
事
館
等
に
預
け
た
通
貨
、

証
券
な
ど
が
、
引
揚
者
の
み
な
さ
ん
や

ご
家
族
か
ら
の
返
還
請
求
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
な
た
は
、
通
貨
な
ど
の
引
き
取
り

を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
細
島
税

関
支
署
（
細
島
港
湾
合
同
庁
舎
）
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
学
生
募
集

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
大
学

校
、
保
安
学
校
の
学
生
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
二
一
海
上
保
安
大
学
校
学

　
生
約
五
十
人
。
海
上
保
安
学
校
学
生

　
約
二
百
四
十
人
。

▽
受
験
資
格
”
昭
和
二
十
五
年
四
月
二

　
日
（
海
上
保
安
大
学
校
学
生
は
昭
和

　
二
十
八
年
四
月
二
日
）
以
降
生
れ
の

　
男
子
で

　
④
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
昭
和
四
十

　
　
九
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

　
　
人

　
②
高
等
専
門
学
校
の
第
三
学
年
終
了

　
　
の
人
ま
た
は
昭
和
四
十
九
年
三
月

　
　
ま
で
に
終
了
見
込
み
の
人
。

　
③
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た

　
　
人
。

▽
試
験
日
一
大
学
校
学
生
は
昭
和
四
十

　
八
年
十
二
月
一
～
二
日
、
学
校
学
生

　
は
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
日
。

▽
受
け
付
け
期
間
目
十
月
十
一
日
か
ら

　
十
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
受
験
ご
希
望
の
か
た
は
、
細
島
海
上

保
安
署
（
細
島
港
湾
合
同
庁
舎
）
へ
「

受
験
案
内
」
「
申
し
込
み
用
紙
」
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

防
犯
協
会
長
表
彰

　
財
光
寺
川
路
防
犯
協
会
（
構
田
豊
区

長
）
は
、
昨
年
六
月
十
日
結
成
さ
れ
、

自
主
防
犯
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
が

今
回
そ
の
活
動
と
実
績
が
認
め
ら
れ
、

防
犯
功
労
団
体
と
し
て
県
防
犯
協
会
連

合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

口．〃。飢〃蕨“猛。人

一　　　　（9月1日現在）

　男　23，886人　120人増

　女　27，009人　gO人増

　計50，895人210人増

世帯数
　　　　14，427　　　44増
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